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第 2 章では， pーベンゾキノンや Cωとアルコキシド塩基との反応において，アルコキシド塩基がpーベンゾキノン























(4) マンガン (ill) および鉄 (ill) ポルフィリン錯体の金属中心における電子移動反応では，非平面構造をもっポ
ルフィリン錯体の方が平面型のものに比べて電子移動速度が遅くなるが， これは非平面構造のものでは金属­
N結合が短く，電子移動に伴う再配列エネルギーが大きいためであることを明らかにしている o
(5) 5 配位の非平面型有機鉄 (ill) ポルフィリン錯体にピリジンのような塩基が軸配位することで電子移動の再配
列エネルギーが減少し，電子移動速度は著しく加速されることを見い出している O
以上のように，本論文は電子移動反応機構における種々のタイプの塩基触媒作用を見い出している o 本研究で得ら
れた知見は，有機，無機，有機金属から生体関連化合物の酸化還元反応を制御する上で重要であるばかりでなく，有
機合成の立場からも重要な指針を与えるものであり，幅広い応用が期待される。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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